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はじまる下
-
下
水
道
使
用
料

。
水
道
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合

水
道
水
量
が
そ
の
ま
ま
汚
水
の

排
水
量
と
な
る
の
で
、
使
用
量
が

下
水
道
使
用
料
と
な
り
ま
す
。

〈
〉
水
道
以
外
の
井
戸
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
場
合

使
用
水
の
用
途
や
使
用
人
数
に

よ
り
、
別
に
基
準
を
定
め
て
換
算

し
た
水
量
を
認
定
し
、
下
水
道
使

用
料
と
し
ま
す
。

-
排
水
設
備
費

家
の
ま
わ
り
に
排
水
管
を
付
設

し
、
汚
水
ま
す
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
く
み
取
り
式
を
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
す
る
工
事
費
な
ど
を
い

い
ま
す
。

公
共
ま
す
の
設
置
ま
で
は
町
の

工
事
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
排
水

設
備
工
事
の
費
用
は
‘
各
家
庭
で

負
担
し
、
排
水
設
備
は
町
の
条

例
、
規
則
に
従
っ
て
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
町
で
は
、
排
水
設
備
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
貸
付
制

度
、
助
成
制
度
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

住
民
説
明
会
で
は
、
出
席
さ
れ

た
町
民
の
方
よ
り
質
問
が
あ
り
ま

し
た
の
で
一
部
で
す
が
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
7
年
度
よ
り
基
本
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
公
共
下
水
事
業
の
整

備
は
、
平
成
W
年
度
工
事
着
手
に
向
け
、

5
月
刊
日
か
ら
初
日
ま
で
各
町

内
会
ご
と
に
本
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
地
域
住
民
の
方
々
の
意
見
、
要

望
を
聞
く
は
じ
め
て
の
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
区
妓
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
『
下
水
道

事
業
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
各
種
検
討
が
行
わ
れ
平
成
時
年
か
ら

一
部

供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

τ旗
週
間
眼
目
自
由

最
低
限
の
生
活
澱
境
を
確
保
す

る
た
め
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と

同
様
に
必
要
な
施
設
と
な
り
ま• • 

事
業
に
対
し
て
各
家
庭
が
、
下

水
道
を
利
用
し
な
い
こ
と
が
で

き
ま
す
か

供
用
開
始
さ
れ
る
の
は
、
平
成

日
年
に
な
る
の
で
、
そ
の
問
、
十

分
区
域
住
民
に
対
し
説
明
し
、
全

戸
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
理
解

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

汚
水
と
雨
水
を
一
緒
に
処
理
す

る
計
画
が
あ
り
ま
す
か

大
雨
の
際
に
雨
水
が
処
理
場
に

入
っ
て
も
処
理
能
力
の
限
度
に
よ

り
、
浄
化
さ
れ
な
い
ま
ま
川
や
海

に
流
さ
れ
る
現
状
で
あ
る
た
め
、

雨
水
処
理
と
汚
水
処
理
を
分
け
て

汚
水
の
方
に
つ
い
て
実
施
し
ま

す
。現

在
、
浄
化
摺
を
設
置
し
、
雑

排
水
だ
け
を
下
水
道
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
か

下
水
道
施
設
は
、
ひ
尿
と
雑
排

水
が
一
体
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て

下
水
道
と
し
て
の
機
能
が
発
陣
で

き
る
の
で
分
け
て
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
埋
設
さ
れ
て
い
る
浄
化

槽
は
撤
去
す
る
か
砂
で
埋
め
る
方

法
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

す
。
ト
イ
レ
の
水

洗
化
に
つ
な
が
る

下
水
道
の
整
備
を

図
る
こ
と
に
よ
り

公
衆
衛
生
が
向
上

し
、
生
活
環
境
の

改
善
、
河
川
水
域

の
水
質
保
全
に
資

す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
本
町
に
お

い
て
も
近
年
の
生

活
様
式
の
変
化
、

生
活
水
準
の
向
上

等
に
よ
り
、
周
り

の
川
の
汚
れ
が
目

立
っ
て
き
ま
し

た
。
市
街
地
の
雑

排
水
(
台
所
、
ふ

ろ
な
ど
の
汚
れ
た

水
)
が
未
処
理
の
ま
ま
道
路
側
溝

に
流
れ
込
み
停
滞
す
る
と
怒
臭
を

放
ち
、
雨
の
多
い
と
き
は
道
路
側

溝
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
た
り
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
雑
排
水
は
未
処

供
用
開
始
前
に
住
宅
を
新
築
す

る
と
き
排
水
設
備
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か

平
成
7
年
度
よ
り
新
築
さ
れ
る

方
に
は
、
公
共
下
水
道
事
業
を
前

提
に
し
た
排
水
設
備
の
設
置
方
法

に
つ
い
て
助
言
や
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

利
用
戸
数
が
少
な
く
な
る
場
合

下
水
道
使
用
料
は
ど
う
な
り
ま

す

か

図

利
用
戸
数
が
少
な
い
か
ら
と
い
叶

っ
て
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
は
あ

画キ
t

り

ま

せ

ん

。

割

ま
た
、
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
踊

の
援
助
策
、
次
回
説
明
会
の
開

刊

催
、
多
く
の
地
区
住
民
の
声
を
間

決4
 

い
て
欲
し
い
な
ど
の
要
望
も
あ
り

金

ま
し
た
。

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
簡

単
な
説
明
に
な
り
ま
し
た
が
、
次

回
広
報
な
ど
で
負
担
金
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
室

2
o
l
-
-

理
の
ま
ま
利
別
川
や
海
に
流
れ
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
自
然
や
生
活

環
境
が
だ
ん
だ
ん
汚
染
さ
れ
て
い

く
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題

を
根
本
的
に
解
決
す
る
方
策
と
し

て
は
、
下
水
道
の
整
備
を
す
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
「
緑
と
水
に

固
ま
れ
た
町
」
と
い
わ
れ
る
美
し

い
生
活
環
演
を
守
り
、

川
や
海
の

公
共
用
水
域
を
汚
染
か
ら
守
る
た

め
、
町
で
は
今
、
下
水
道
を
整
備

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
のし

く
み

下
水
道
の
施
設
は
、
「
排
水
設

備
」
「
公
共
下
水
道
管
」
「
処
理
場
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

個
人
が
つ
く
る
排
水
設
備
と
、

町
が
っ
く
り
維
持
管
理
す
る
下
水

道
管
の
両
者
が
完
備
し
て
は
じ
め

て
下
水
道
の
機
能
が
発
侮
で
き
、

次
の
よ
う
な
し
く
み
に
な
り
ま

す
。

-
排
水
設
備

各
家
庭
の
台
所
、
ふ
ろ
、
洗
面

所
、
ト
イ
レ
な
ど
の
汚
水
を
公
共

下
水
道
管
に
流
す
た
め
の
施
設
で

あ
り
、
排
水
設
備
は
個
人
宅
地
内

に
設
置
さ
れ
、
設
備
費
、
維
持
管

• • 

理
費
に
つ
い
て
は
、
各
個
人
の
負

担
を
伴
い
ま
す
。

-
公
共
下
水
道
管

排
水
設
備
か
ら
流
さ
れ
た
汚
水

を
集
め
て
、
処
理
場
に
流
す
た
め

の
施
設
で
す
。
公
共
下
水
道
管

は、

町
で
設
置
し
維
持
管
理
も
行

い
ま
す
。

-
処
理
場

公
共
下
水
道
管
に
集
約
さ
れ
た

汚
水
を
集
め
て
、
き
れ
い
な
水
に

す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
浄
化
さ

れ
た
水
は
処
理
場
か
ら
川
へ
流
さ

れ
ま
す
。

〕
内

4〔

負

tB 

金

下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
各
種

の
負
担
が
次
の
と
お
り
に
伴
い
ま

す。av
受
益
者
負
担
金

下
水
道
は
、
道
路
や
公
園
の
よ

う
な
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
で

き
る
も
の
と
異
な
り
、
下
水
道
処

理
区
域
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
の

方
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
便
益
性
や
利
用
価
値

を
受
け
る
処
理
区
域
内
の
方
に
、

建
設
費
の
一
部
を
土
地
の
面
積
な

ど
に
応
じ
て
一
度
限
り
負
担
す
る

も
の
で
す
。

(3) 



山下清貼絵展と

道南地区特殊教育諸学校等作品展開催される

今
金
町
1
0
0
年
記
念
事
業
と

し
て
、
山
下
清
貼
絵
展
今
金
町
実

行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て

5
月

初
日
か
ら
6
月
1
日
の

3
日
間
、

今
金
高
等
養
護
学
校
を
会
場
に
山

下
清
貼
絵
展
と
道
南
地
区
特
殊
教

育
諸
学
校
等
作
品
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

展
示
作
品
は
、
北
海
道
で
は
じ

め
て
公
開
さ
れ
る
作
品
を
含
め
貼

絵
日
点
、
ぺ
ン
素
描
函
同
点
、
版

画
作
品
お
点
、
北
海
道
と
山
下
清

画
伯
に
関
す
る
写
真
、
パ
ネ
ル
な

ど
総
数
1
0
9
点
と
特
殊
教
育
諸

学
校
の
児
童
生
徒
の
作
品
、
知
的

障
害
者
愛
護
協
会
関
係
施
設
な
ど

の
作
品
合
わ
せ
印
点
が
展
示
さ

れ
、
ま
た
、
高
等
養
殻
学
校
、
総

合
福
祉
施
設
「
と
し
ベ
つ
」
の
見

， 

学
会
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た。
3
日
間
を
通
し
て
、
芳
名
帳
に

記
入
さ
れ
た
方
は
、
2
7
6
3
人

で
近
隣
町
は
じ
め
道
南
各
地
か
ら

多
数
の
入
場
が
あ
り
、
芳
名
帳
に

記
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
含
め
る

と
約
3
5
0
0
人
が
入
場
さ
れ
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

• • 

企
書
道
串
お
と
い
リ
J
f
-
9
u
v
祭
会

議
し
〈
、
元
信
再
ぷ
〈
、
齢
制
品
田
お
披
露
目

今
金
町
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ
ン
ま

つ
り
実
行
委
員
会
(
川
島
紀
邦
実

行
委
員
長
)
で
は
、
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
る
全
道
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ

ン
祭
り
の
参
加
に
先
立
ち
、
多
く

の
方
々
の
支
援
で
活
動
で
き
る
お

礼
を
こ
め
て
町
内
で
お
披
露
目
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
6
1
8
日
の
第
6
回

全
道
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ
ン
祭
り
で

は、

7
日
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
小
学
生
か
ら

ω歳
代
ま
で
の

必
人
が
踊
り
、
札
幌
今
金
会
を
含
め

た
ス
タ

ッ
フ
総
勢
約
印
人
が
今
金

町
の
P
R
な
ど
を
し
ま
し
た
。

全
道
か
ら

1
8
3
チ
l
ム
が
参

加
し
市
内
の
げ
会
場
で
行
わ
れ
、

今
金
よ
さ
こ
い
ソ
1
ラ
ン
倶
楽
部

は
、
札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ

l
、
大
通

公
圏
西

8
丁
目
の
ス
テ
ー
ジ
公

演
、
ま
た
、
琴
似
会
場
で
は
、
突

然
、
西
村
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い

mãß~ヨ令命自窃filjgijl鶴岡æl~
包含[J@芭~ill1留金

る
方
よ
り
千
羽
鶴
を
い
た
eた

い
た

り
と
恩
わ
ぬ
激
励
を
受
け
、
新
し

い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
使
用
さ
れ
た
曲
は
、

民
謡
歌
手
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん
が
倶

楽
部
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作

曲
し
た
も
の
で
す
。

堅証

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校
開

校
式
が

6
月
6
目
、
同
校
体
育
館

で
盛
大
に
行
わ
れ
、
小
田
原
道
機

会
副
議
長
、

岡
田
、

平
出
両
道
議
、

北
海
道
教
育
委
員
会
委
員
長
を
は

じ
め
と
す
る
渡
島
、
桧
山
教
育
関

係
者
、
道
南
の
各
町
長
、
町
議
会

議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
工

事
関
係
者
、
後
援
会
、
保
護
者
な

ど
の
約
3
0
0
人
が
出
席
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
北
海
道
教
育
委
員

会
小
林
純
幸
委
員
長
よ
り
開
校
宣

言
、
校
旗
の
授
与
、
式
辞
、
祝
辞、

生
徒
代
表
、
後
援
会
長
の
挨
拶
、

• • 
看護婦・介護士を目指して

国保病院・老人保健施設

高校生の体験

国
保
病
院
、
老
人
保
健
施
設
で

5
月
幻
目
、
桧
山
北
高
等
学
校
の

3
年
生
川
人
が
看
護
、
介
畿
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
施
設
案
内
、、

.•• 
看
護

工
事
報
告
、
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
林
教
育
委
員
長
の
式
辞
で
、

「町
民
の
方
々
が
全
戸
後
援
会
に

加
入
し
、
桧
山
各
地
域
の
方
々
が

応
援
し
て
い
ま
す
の
で
立
派
な
学

校
に
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
校
舎
内
の
見
学

が
行
わ
れ
、
ま
た
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
校
舎
落
成
記
念
祝
賀
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
等
養
護
学
校
は
、
北
海
道
教

育
長
期
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

の

一
環
と
し
て
、
桧
山
管
内
で

は
、
は
じ
め
て
の
特
殊
教
育
諸
学

校
と
な
り
ま
す
。

(4) 

婦
、
介
護
士
の
仕
事
の
目
的
や
役

割
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
看
護

婦
、
介
護
士
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
病
院
で
は
、

3
人

一
組
が
2

班
に
別
れ
洗
髪
、
体
拭
き
な
ど
、

ま
た
、
保
健
施
設
で
は
、
4
人
が

ゲ
l
ム
、
対
話
な
ど
、
入
所
者
の

お
世
話
を
し
ま
し
た
。

将
来
は
、
全
員
が
こ
の
職
種
志

望
と
あ
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

こ
の一

日
体
験
は
、
高
校
生
に

患
者
や
、
入
所
者
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
、
看
殺
す
る
こ
と
や
人

の
命
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
る
機
会
と
、
地
域
に
お
け
る
病

院、

保
健
施
設
の
役
割
を
認
識
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す。

〕PL3 〔



種川ー応援をたのむ

神丘 引っかからないように

運 動会
スナッフ

花 石大当り
平均台

今金小力ラ ト隊

d 
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〔 小学校生活最後の運動会

今金小力を入れて 。

平成8年10月1日から平成9年3月31日まで

町 Ri 況政 状の

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どの

ような予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協

力をお願いするため、毎年 2回(6月、 12月)公表しているものです。

一般会計予算総額 79億8，350万6千円
。歳入内訳 o歳出内訳

(単位千円 ・%) 単位千円 %)

平成 8 年度
区 分

予算現椎i 収入済額 収入率

ooT 税 588. 143 580.712 98. 7 

地方譲与税 143.445 143.445 100.0 

利子宮l交付金 7.096 7.096 100.0 

自動車取得税交付金 71. 206 71.206 100.0 

地方交付税 3. 375. 566 3，375，566 100.0 

交通安全特別交付金 1. 507 794 52. 7 

分担金及 び 負 担 金 149.806 145，841 97.4 

使用料 手数料 110.227 106，521 96.6 

園長11 支出金 550，536 424，236 77. 1 

道 支 出 金 650，701 477，626 73.4 

財 産 q~ 入 41， 162 33，472 81. 3 

寄 付 金 500 。0.0 

繰 入 金 416.630 448，581 107.7 

繰 越 金 10.918 10，918 100.0 

目古 収 入 503.288 545，307 108.3 

回I 債 1，080，300 395，500 36.6 

繰越明併費収入 282.475 282，475 100.0 

骨十 7，983，506 7，049.296 88.3 

平成 8 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 ~ 費 86，692 86，030 99. 2 

総 務 費 1，011，344 988， 739 97.8 

民 生 費 1， 973， 216 1， 870， 204 94.8 

1前 生 費 731，338 433，859 59.3 

労 働 E聖 11，528 6，867 59.6 

農林水産業費 1，185，679 1. 089， 484 91. 9 

商 工 Eを 103，526 94，114 90.9 

土 木 費 917，665 795，800 86. 7 

3向 防 費 178，959 178，947 100.01 

教 育 資 665，043 543.905 81. 8 

災害復旧 Z者

公 {世 3苦 836，041 836，030 100.0 

予 制 費 。 。
繰越明書午費支出 282，475 282，416 100.0 

言十 7，983，506 7，206，395 90.3 

特別会計歳入・歳出予算の執行状況 (単位千円 ・%)

JT¥とf予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国保事業会計 790，019 683. 125 86.5 790，019 663.931 84.0 

老人保健会計 930，393 871. 860 93. 7 930，393 857.694 92.2 

簡易水道会計 145，405 150.478 103.5 145，405 136.652 94.0 

国保病院会計 1，235，493 1，249，513 101. I 1，289，294 1.273.485 98.8 

-収益的収入及び支出 1，174，218 1，186，996 101. I 1. 172，304 1，158，119 98.8 

-資本的収入及び支出 61，275 62，517 102.0 116，990 115，366 98.6 

老人保健施設会計 20，680 16， 185 78.3 20，680 16.120 77.9 

-収接的収入及び支出 20，680 16，185 78.3 20. 680 16.120 77.9 

-資本的収入及び支出

ぷロλ 計 3，121，990 2，971， 161 95.2 3.175，791 2，947.882 92.8 

(6) 



100年記念事業の案内公開録画のお知らせrNHKのど自慢』

大1ロロ年記意事業

式典10: OO~ 

.今金町100年記念式典

- 日 時 7月15日(火)開場 9: 00 

・会場 今金町総合体育館

・札幌今金会ふるさと訪問ツアー

-日時 7月19日(土)

20日(日)

NHK函館放送局と今金町では、今金町100年を記念して fNHKのど自慢」公開録画を開催します。

ただいま出場者と入場者を下記のとおり募集しています。

主催今金町、 NHK函館放送局、 NHKのど自慢今金町実行委員会

2 日時 平成9年9月14日 (日)開場12: 00開演13: 00 

3 会場 今 金町総合体育館

4 ゲスト 細川たかし・大月みやこ

5 出場申込要領

1)対 象 15歳以上のアマチユア(中学生は|徐く)

1 

ふるさとの名所や施設見学

今金町100年祝賀会参加、ジャンボ風車祭り参加

ミニ四駆サーキット、純子)、メガレンジャーショー、

.今金町100年記念祝賀会

-日時 7月20日(日 13: OO~ 

・会場 今金小学校グラウンド

@よさこいソーラン今金大会(第 2回YOSAKOIソーラン祭り桧山大会)

-日時 7月20日(日)

- 会 場 第 l部今金小学校グラウンド 13: 30~ 

第2部市街地パレード 15 : 50~ 

.参加チーム

第6回全道祭り入賞チーム

桧山管内チーム

近隣管外チーム

・自衛隊へり体験搭乗

- 日 時 7月21日(月)

・会場 神丘ヘリポート

・ピリ力夏まつり(森と湖に親しむ集い、清流まつり、美利河温泉まつり)

-日時 7月27日(日)

-会場 ピリカ湖

・催し レイクコンサー卜(歌手

お化け屋敷、パークゴルフ大会など

大橋

d 

• • 
とその曲を選

「往復はがき」で申し込む(1枚 l名)

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、歌唱曲目(オリジナル歌手名も記入)

んだ理由、民謡の場合は尺八の長さ

※返信宛先面にも住所氏名を明記してください。

干040函館市千歳HIJl3-1 

NHK函館放送局 「のど自慢出場J係

8月22日(金)必着※応募多数の場合は抽選

9月13日(士) 13: OO~今金町総合体育館

(予選会は別途ご案内します)

6 入場申込要領(入場無料/入場整理券が必要)

1)入場整理券申込方法

「往復はがき」で申し込む。(1枚 l名)

2 )記入事項 住所、氏名、電話番号を明記し、「のど自慢入場希望Jと記入してください。

3 )申込先 干040函館市千歳町13ー1

NHK函館放送局 「のど自慢入場」 係

4)締め切り B月22日(金)必着※応募多数の場合は抽選

7 放送予定平成9年 9月28日(日) 12: 15~ 13 : 00 

(NHK総合テレビ、衛星第2テレビ、 ラジオ第 1)全国放送

0138-27-1114) NHK函館放送局 「のど自慢J係 (88 お問い合わせ

2)方 法

3)記入事項

4) 申込先

5 )締め切り

6 )予選会

• • 01378-2 -Olll) 今金町企画調整課「のど自慢」係 (8

。
出
場
申
込

住

所

瀬

棚

郡

今

金

町

字

今

金

O
O番
地

氏

名

今

金

花

子

年

齢

幼

歳

職

業

会

社

員

電
話
番
号

歌
唱
曲
目

100年記念協賛事業

fN H Kのど自慢」出場者と入場者の往復はがき記入例

(8) 

<>全道福祉施設女子職員ソフトボール大会

・日時 7月17日(木 8: 30~ 

・会場 健民グラウンド

く〉町民体育祭(今金町体育協会50周年記念)

-日時 7月20日(日 8: 30~ 

・会場 今金小学校グラウンド

0
1
3
7
8
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
(オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
手
名
も
記

入
)
と
そ
の
曲
を
選
ん
だ
理
由
、
民
一
認

の
場
合
は
尺
八
の
長
さ

N 函 O
H 館 4
K 市 O
函千
館歳
放町
送 13
局 |

の
ど
自
慢
出
場

係

※
返
信
に
は
住
所
、
氏
名
を
必
ず
忘
れ
ず
に
-

。
入
場
申
込

住

所

瀬

棚

郡

今

金

町

字

今

金

O
O番
地

氏

名

今

金

太

郎

電
話
番
号

0
1
3
7
8
0
0
0
0
0

「
の
ど
自
慢
入
場
希
望」

N 函 O
H 館 4
K 市 O
函千
館歳
放町
送 13
局 |

の
ど
自
慢
入
場

係

※
返
信
に
は
住
所
、

氏
名
を
必
ず
忘
れ
ず
に
1

.
往
信
と
返
信
が
あ
る
の
で
注
意
を

(9) 



C4詳

秋
の
み
の
り
を
楽
し
み
に

権
八
束
小
学
校
(
川
口
護
校
長

児
重
鈎
人
)
で
は

5
月
初
日
、
全

校
を
あ
げ
て
学
校
向
か
い
の
白
戸

克
行
さ
ん
の
水
田
約

1
0
0
ぱ
に

中
野
秀
勝
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

も
ち
米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
農
業
の
機
械
化
に

よ
っ
て
手
で
楠
え
る
機
会
が
少
な

い
の
と
苗
の
成
長
を
観
察
す
る
学

習
を
兼
ね
て
体
験
さ
せ
て
い
る
も

の
で
す
。

田
植
え
は
、
晴
れ
て
い
る
も
の

の
少
々
肌
寒
い
中
ど
ろ
だ
ら
け
に

な
り
な
が
ら
、
秩
の
収
織
を
楽
し

み
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

Lみ

ん

な

私
た
ち
の
学
級

神
丘
小
六
年

河
田
結
香
さ
ん

" 

私
た
ち
の
学
級
は
仲
良
く
楽
し

い
学
級
で
す
。
そ
れ
は
休
み
時
間

や
朝
や
昼
休
み
や
放
課
後
は
み
ん

な
で
ド
ッ
チ
ボ

l
ル
を
や
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
い
つ
も
チ

l
ム
を

き
め
て
か
ら
や
り
ま
す
。

で
き
な
い
日
は
、
み
ん
な
で
ト

ラ
ン
プ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
バ
パ

ぬ
き
や
ペ
ー
ジ
ワ
ン
な
ど
色
々
や

っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
は
先
生

の
を
つ
か
つ
て
あ
そ
ん
で
い
ま

す。
私
た
ち
の
学
級
の
め
あ
て
も
み

ん
な
で
き
め
ま
し
た
。
こ
と
わ
ざ

を
か
え
る
こ
と
に
な

っ
て
み
ん
な

で
一
生
け
ん
命
に
こ
と
わ
ざ
じ
て

ん
で
さ
が
し
た
結
果
「
学
問
に
近

道
な
し
」
を
か
え
て
「
あ
そ
び
に

近
道
あ
り
」
と

「勉
強
に
近
道
な

TA' 
戸三E二
/ 

議

鏑11園緑と夢の丘公園まつり

金原地区連合自治会主催で 6月14日、
緑と夢の丘公園で盛大に祭りが開かれ

ました。

の
広

今
金
町
農
協
青
年
部
(
館
野
英

樹
部
長
)
は

5
月
例品
目、

今
金
小

学
校

(
黒
田
敏
明
校
長
)

の
5
年

生
の
児
童
日
人
を
招
い
て
、
笠
受

の
植
村
繁
嗣
さ
ん
の
水
田
に
田
植

え
を
実
施
し
ま
し
た
。

背
年
部
は
、
米
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
消
費
拡
大
に
結
び
つ

け
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

境
田
藤
太
股
協
組
合
長
か
ら
の
あ

い
さ

つ
後、

小
雨
の
交
じ
る
強
風
の
中
、

比
五
匂
J
5
0
0
2n
こ

7
E

t

-

-
子
ど

も
た
ち
は

「ほ
し
の
ゆ
め
」
の
酋
を

丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
稲
の
成
長
を
観

察
す
る
ほ
か
稲
刈
り
も
体
験
し
ま

す
。

• • 場

し
」
と
き
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
学
級
は
人
数
は
少
な

い
け
れ
ど
み
ん
な
と
た
す
け
合

っ

て
い
ま
す
。
勉
強
が
わ
か
ら
な
い

時
は
お
し
え
合
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
仲
良
く

楽
し
く
す
ご
し
た
い
で
す
。

神
丘
小
六
年

遠
足
に
行
っ
た
こ
と

坂
本
良
平
く
ん

五
月
二
十
三
日
、
僕
達
は
、
今

日
は
、
遠
足
で
す
。
五

・
六
年
生

は
、
浮
き
島
に
行
き
ま
し
た
。
神

丘
小
学
校
か
ら
浮
き
島
ま
で
自
転

車
で
行
き
ま
し
た
。
浮
き
島
に
つ

い
て
島
を
み
ん
な
で
、
引
っ
ぱ
り

ま
し
た
。
ぬ
は
重
た
か

っ
た
で

す
。
次
に
沼
を

一
周
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
ん
中
に
き
ま
し

た
。
竜
の
ほ
こ
ら
を
見
ま
し
た
。

三
十
分
ぐ
ら
い
で
、
到
活
し
ま
し

~ 

た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
、
お
や

つ
を
食
べ
ま
し
た
。
次
に
弁
当
を

食
べ
ま
し
た
。
お
い
し
か

っ
た
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
だ
る
ま
さ
ん
転

ん
だ
を
や
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浮

き
島

一
周
コ

l
ス
を
行
き
ま
し

た
。
こ
ん
ど
は
、
校
長
先
生
と
行

き
ま
し
た
。
校
長
先
生
と
祐
太
君

は
ク
マ
に
見
え
ま
し
た
。
二
周
目

の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
で

す
。
沼
で
魚
が
二
匹
死
ん
で
ま
し

た
。
こ
ん
ど
は
、
島
を
み
ん
な
で

引
っ
ぱ
り
ま
し
た
。
島
は
み
ん
な

で
引
っ
ぱ

っ
て
も
、
す
ご
く
手
が

赤
く
な

っ
て
い
た
か

っ
た
で
す
。

僕
は
、
た
だ
風
の
力
で
動
い
て
る

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま

た
、
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
最

後
に
、
ド

ッ
ヂ
を
や
り
ま
し
た
。

行
き
も
帰
り
も

つ
ら
か

っ
た
け

ど
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

-
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
宝
く
じ
発
売
・

1

(

別
称
市
町
村
振
興
宝
く
じ
)
一

一

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

ー

し
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
使
わ
れ

・
ま
す
.

.
 

・0
発
売
期
間

-

平
成
9
年
7
月
n
E
1
8
月
8
日

一

・
@
発
売
方
法

l

・

全
国
の
宝
く
じ
売
場

.

・
会

uH

金

・

一

等

6
0
0
0
万
円

一
等
前
後
賞
各
4
5
0
0
万
円

・

.
。
抽

選

日

一

平
成
9
年

8
月
間
日

(10) 

帰
蓄
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
定

給
食
の
配
色
サ
ー
ビ
ス
を

ご
刷
用
く
定
き
い
!

俳句
国主読ょ酒5田た独E万Z峡t
蛙5み好ず植iり緑}深t
の'さき機eにの、き
真ましののは岩i;名R
闇Zの多た音E独E噛か水t
揺ゅ夫E弁2かりむの
さ のにろの水字皇2
ぶう合あや歩低の朴す
る た はか巾i;自主の
万tたすにかさ花2
の寝匂夜ょ早さたか
声え明tの荷主つな

易干短E立たむ
し かつり

‘¥ 
高
齢
に
な
り
、

一
人
暮
ら
し
ゃ

夫
婦
二
人
怒
ら
し
に
な
る
と
、
毎

日
の
食
事
の
支
度
が
め
ん
ど
う
に

な
っ
た
り
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な

食
事
内
容
だ

っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー

の
惣
菜
な
ど
で
す
ま
せ
た
り
と

い
う
こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
か
ら
だ
が
弱
か

っ
た

り
、
障
害
が
あ
っ
て
食
事
の
支
度

が
大
変
だ
っ
た
り
、
昼
間
働
い
て

い
て
同
居
し
て
い
る
お
年
寄
り
の

昼
食
が
心
配
。
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
給
食
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
で
、
ち
ょ
っ
と
い
つ
も
と
違

っ
た
食
事
を
と
っ
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
も
よ
く
、
自
宅
ま
で
ほ
か
ほ
か

の
状
態
で
お
周
け
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
直
接
ご
自
宅
ま

で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
確
認

に
も
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
る
方

・
お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し

・
夫
婦
ふ
た
り
暮
ら
し

• • 
F 

3織のアイドル

陽介ちゃん

トマンケン

I続から】

お絵書きと テレビを見るのが大好

き元気判、のワンパク肪ずです.

このまま、すこやかに育ってほしいで

す。

(平成6年10月27日生まれ)

森川等さん、 和子さんの長男

砂森川

1 一

の
方

・
か
ら
だ
が
弱
い
方
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
、
ね
た
き
り
、
痴
呆

の
た
め
に
食
事
の
支
度
が
大
変

な
方

内

容
・
月
曜
日
か
ら
日
限
目
ま
で
の
希

望

す

る

日

(

毎

日

も

大

歓

迎
!
)

・
昼
食
夕
食
を
ご
自
宅
ま
で
お

届
け
し
ま
す
。
(
希
望
に
よ
り

昼
食
の
み
、
夕
食
の
み
、
昼
食

と
夕
食
の
両
方
を
選
べ
ま
す
。
)

料

金
・
1
食

3
5
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
総
合
福
祉
施
設
と
し
ベ
つ

.
で
ん
わ

2
1
2
7
8
0

真美ちゃん

(平成6年 7月1日生まれ)

曙町今野昭夫さん 美幸さんの 3宜

【親から]

セーラームーンが大好きな まみで

す.末っ子なので、いつもお姉ちゃんや

お兄ちゃんに甘えています.

I~I る い元気な子に育ってほ しいです.

‘今野

由
井
子
始。h

H

亨
伊

今

村

杉

本

あ

しミ

斉

H牒

み

~-、

ち

伊

翠

〕1
 

1
 

〔

女

iili 

戸

匝E

秋

1翠

佐

子

藤

朝

阪

み

え

井



い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより

(重点目標)

第248号

軽スポーツで盛り上がる~中堅小運動会に体指ら参加~

6
月
は
、
み
ん
な
が
待
ち

に
待
っ
た
大
運
動
会
が
各
学

校
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
地
域

の
学
校
で
は
、
子
供
も
大
人

も
一
緒
に
な
っ
て
、
一
生
懸

命
走
り
、
飛
び
、
息
も
揃
え
て

仲
良
く
楽
し
み
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
会
も

年
ご
と
に
過
疎
化
や
少
子

化
、
高
齢
化
に
よ
り
参
加
者

が
減
っ
て
寂
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
特
に
、
中
里
小
で

は
児
童
2
名
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
か
ら
運
動
会
を
盛

り
上
げ
、
町
教
委
で
推
進
し

て
い
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

も
図
れ
れ
ば
と
、
ロ
ー
プ
ザ

ジ
ャ
ン
ピ
ン
ク
や
サ
ー
ク
ル

ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ザ
ゲ
l
ム
を
競
技
の
中
に

加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
6
月
日

目
、
体
育
指
導
委
員
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
な
ど
ロ
名
が
特
別

参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
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Fス昌たニ 2 が交 す照!を i 
;の援のユ年、流小。校シ通今 わ 6

2契交を|度ごに田 さヨじ回 Z
2事流契ジに主興島 んンては に !
!主の機|ペ人味さ (を家、し ; 
; (にラガのをん 寒 図 族 外 の
aで 17hンサ輝抱は 昇つ開国 ニ 2
t 8f:ザドス志い以 ) て の 人 ::r. ! 
2人』，」へのさて前 をいコの ;崖 1
1の『れ派契んいか 紹 る ミ 受 吾 i
i受ぺま造事がまら 介小ユけ dh i 
tけガでさ業平し国 し 回 二 入 国 f
i入サにれで成た際 ま島ケれ ; 

j・・・会蝉脱τ動的多・・Z22j 宗京支 Z_P国際率涜ー・圃 Z聖護 jJ喜諸君
i ・圃園田.ヨt;ラ/野ィiPt.・圃き生し 1いすが今
・・園田開問白竺~晶岩田圃合とて i F る泳金

2・・・"".I;W，崎 '1司 竃 際 司 ← 司 い は い 2 ーよぎに
・・・.''!J~.臥~輔温 lが 今 ま !~う回は---1↑咽p-冒E竪.dぁ で す 2となり

2・・・・E唱l圏・レ百..可戸盲 目 りも に深 、こ
z ・・.... 圃 1¥掴・IIJft_量生・ a 、家受 iない細の・・・・・a.lI'-'.. 媛桜. 唱偶族け iり海かよ
2 ーー曹~Jl__" E 然ぐ入 ! まがいう

;さし外「にべ 「 つて欠交ど会でに ;
2んい国気なま同た ー か流のい過も 2
1でこに琴 3すレそ番なをエ恩去懸 !
号しと家 bJ」 人うのい通ピいに賞 守
;た」族ずたと聞で心様じソ出受で ;

とがにと言たす配子た|づけ当 2

9 お い自りわぞが事で家ドく入選 i
; つる扶つれ b 、 は す 族 も り れ し ;
i しつ体こ気同留食。のあがたた i
a やてがと持じ学事主話りで留香 !
; る素ーでち物生の婦題、き学港 i

照晴番すがをか事とは国た生旅 2
。楽食らだし事際なと行 2

l====================四国間""'''''''''''''''''''''''''".]，

共
に
楽
し
み
な
が
ら
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
「今
日
の

運
動
会
、
初
め
て
の
ゲ

l
ム
が
あ

り
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
、
た
い
へ
ん

喜
ば
れ
ま
し
た
。

中
里
地
域
で
は
、
今
後
も
町
民

学
級
の
活
動
に
織
り
込
み
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

体
指
、
ス
ポ
指
で
も
、
各
地
域
に

積
極
的
に
出
向
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
総
合
体
育

館
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。• • 

也
会
内
ω冒

3
3
9
ω
り

V
地
域
の
話
題
か
ら

神
丘
地
区
で

5
月
山
目
、
神
丘

青
年
繁
明
太
鼓
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
繁
明
太
鼓
は
平
成
4
年
に
保

存
会
が
組
織
さ
れ
、
神
丘
小
児
童

が
打
ち
手
と
な
り
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
念
願
か
な
っ
て
地
区
の

初
歳
の
青
年
8
名
に
よ
り
結
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
大
半
が
太
鼓
の
経

験
が
な
い
そ
う
で
す
が
、
狩
場
太

鼓
の
石
井
雅
直
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
新
曲
の
マ
ス
タ
ー
を
中
心

に、

8
月
予
定
の
神
丘
夏
祭
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
初
舞
台
へ
向

け
て
一
丸
と
な
っ
て
、
練
習
に
爽

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

神
丘
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
も
自

治
会

・
学
校
が

一
丸
と
な

っ
て
、

繁
明
太
鼓
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
青
年
活
動
と
の
繋

が
り
が
で
き
た
こ
と
で
、
太
鼓
を

通
じ
て
世
代
を
越
え
た
地
域
、
く
る

み
の
交
流
に
拍
車
が
か
か
る
の
で

は
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

V
体
験
農
園
の
話
題
か
ら

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業

で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
体
験
農
園
で
は
、

取
組
み
を
始
め
た
平
成
5
年
か
ら

文
化
少
年
団
・
食
糧
事
務
所
・
学

習
セ
ン
タ
ー
管
理
人
の
方
々
に
、

作
物
に
関
す
る
様
々
な
作
業
や
講

話
、
料
理
教
室
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
作

物
と
天
候
相
手
の
一
年
を
通
じ
た

講
座
の
た
め
運
営
は
大
変
な
面
が

あ
り
ま
す
が
「
子
供
達
の
歓
声
と

親
子
が
作
業
を
通
じ
て
語
ら
う
姿

が
微
笑
ま
し
い
」
と
い
う
指
導
ス

タ
ッ
フ
の
声
に
助
け
ら
れ
て
今
年

で
5
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
指
導
者
自
身
が
感
動
を

得
る
の
も
社
会
教
育
の
も
う
一
つ

の
側
面
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
ば
、

二
三
四
八
八

メ
ッ
プ
鉱
山
(
種
川
)
産
出
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
正

し
け
れ
ば
、
こ
の
化
石
は
八
雲
層

の
最
下
部
に
含
ま
れ
る
マ
ン
ガ
ン

鉱
石
の
採
掘
時
に
発
見
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

八
雲
層
は
、
石
器
の
材
料
と

な
っ
た

ρ
硬
質
頁
岩
H

と
よ
ば
れ

る
硬
い
泥
岩
の
地
層
で
、
千
二
百

万
年
前
か
ら
六
百
万
年
前
に
堆
積

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
千
二
百
万

ふ愚~~宅J鍾切
〈女俗財源a1i1 l> 

ラ標緯さ北ア類れ海
べ 本 は れ 海 ゴ 勺 て道下

ル に 不 る 道 の ル い大の
につ明に大化古る学写
は い で 至 字 石 戸 ハに真

今てすつにで主主所は
金い而た所寸)ン
町 た ぺ 経 蔵 二 の ラさ北

• • 

0少年用図書 (39冊) とり均、えっこ O 般成人用 (39冊) ビルゲイツ未来を語る

道 Zかえるのごほうび 院女の宅急便 蒜ガスと科学者 続ワッハハ英会話

-ーL』-J 200 
ゆきのプレゼント 月の女神と工ンデコミオン特許がわかる12章 値ふみのほろ酔い対談

図冊あ
14ひきのびくにつく びりのきもち ムツゴロウの猫読本 ハッピーな三角関係

書り 赤い目のドラコン おもしろ雑学辞典 新世紀格闘技論 ナナカマドの街から

~g 空になりたい おlまろ月夜 教え子物語 蝶々のつれづればなし

が1せきたんやのくまさん 海のおさかな その人その愛 文学部唯野教授

ヒコン にじいろのさかな 工作図鑑 お父さんお帰りなさい 看護婦たちの物語

1回首 ? ぼくのあいうえを まほうっかいとねこ ニッポンの課長たち 民具の歳時記

九国重 14ひきのおつきみ いぬうえくんがやってきた北京 ・下町物語 お母さんだけが知らない

力ムイチカップ はしるスポーツ 老人病棟 手塚治虫がねがったこと

書園 長E いじめっこやめた こどもおもしろ学習館 文章術 感動が子どもを変える

のろ色他の物語 そらとぶしょうねん トットちゃんと車弘 くらしの 1分メモ

紹をま ねずみくんのチョッキ おやすみくまさん 地球のゆくえ のびのび教育おもしろ話

ii 期問1~ くろねこのかぞく しゃもピョートル 笑ってよ、ゆっぴい いま地球の子どもたちは

し 10
ぼくいえでするんだ ベンチがひとつ お父さんのパソコン ストレスくんさようなら

ま E今日をけとばせ やさいだいすき 読むクスリ お母さんの保健室

す Zたべたのだあれ 11びきのオユことあほうどりとまどいの日々 ひらり 上下

す ぼくひとりでいけるよ 君たちは性をどう考えるか家族物語(上 ・下) ジャガイモの生汁が効く

シグナルとシグナレス 言葉図鑑 l 新北海道物語 どさんこ大将(上・下巻)

す
。
町
内
各
地
の
鉱
石
か
ら
は
、

他
に
も
多
く
の
動
物
化
石
が
産
出

し
た
と

〕
内

ζ1
 

〔

一 実すさ

つ物がれ
もが、ま

町
内
に

残
さ
れ

て
い
な

い
の
は

大
変
残

念
な
こ

と
で
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

引

守
巴

時

u日
後
今
金
町
健
康
ま
つ
り

な

町
民
セ
ン
タ
ー

に

ロ

-
U

ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
村
、
兼

話

集
ま
れ
チ
ビ
ッ
コ
今
金
太

一喝

陽
塾
(
学
習
セ
ン
タ
ー
)

開

口
日
附
全
道
福
祉
施
設
女
子
職

酢

員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

劃

(
健
民
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

間

加
日
川
町
民
体
育
祭
(
百
年
記

夜

念
祝
賀
会
、
よ
さ
こ
い
ソ

や

l
ラ
ン
絵
山
大
会
)

刈

(
今
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

卸

お
1
8
/
5

ペ
ガ
サ
ス
の
翼
中

刊

学
生
派
遣
事
業

{

(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)

に

お
日
開
親
子
水
泳
教
室

τ

(
ク
ア
プ
ラ
ザ
)

番

ぬ
日
同
日
中
青
少
年
派
遣
事
業

o

n
・

ω
あ
な
た
が
主
役
、
ボ
ラ

5

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
座

5

(
学
習
セ
ン
タ
ー
)

i

《

S
R
V

2

2
・
3

道
ス
ポ
桧
山
野
球
大
会

(
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

は

3
1
5

桧
山
少
年
夢
と
友
情
の

話

旅
(
青
森
県
)

渇

4
・
5

ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ

読

ス
ク
ー
ル
(
ク
ア
プ
ラ

引

ザ
)

ど

7
1
9

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア
!
な

(
深
川
市
方
面
)

め

ω日
間

第

5
団
地
域
研
究
セ
ミ

ゆ

〕

ナ
I

L
K
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年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

記

き

7
月

μ
日
(
木
)

午
前
日
時

1
午
後

3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
員

l
名

《

町

民

課

》

ー
、
と

自
衛
官
の
募
集

防
衛
庁
で
は
、
陸

・
海
・
空
自

衛
官
の
各
種
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

-
曹
候
補
学
生

・
曹
候
補
士

。
試
験
日

9
月
引
日
(
日
)

O
曹
候
補
学
生
(
凶

1
μ
歳
未
満
)

O
曹
候
補
士
(
凶

1
幻
歳
未
満
)

。
第
2
次
試
験

問
月
上
旬
細
部
が
別
示
し
ま
す
。

.2等
陸
・
海
・
空
士

。
試
験
日

9
月
下
旬
予
定

0
2等
陸

・
海

・
空
士

(同

1
幻
歳
未
満
)

細
部
は
別
示
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

健診を受けて明るい健康づくり

7一月みんなの健康

自
衛
隊
函
館
地
方
連
絡
部

今
金
募
集
事
務
所

8
2
0
2
5
8

役
場
町
民
課

8
2

o

l
-
-

行
う
民
間
の
被
害
者
相
談
室
も
開

設
さ
れ
、
精
神
的
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
を
待
っ

て
い
ま
す
。

事
件
や
事
故
で
お
悩
み
の
方

は
、
今
す
ぐ
勇
気
を
出
し
て
相
談

電
話
、
ま
た
お
近
く
の
は
』
察
署
、

交
番
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

。
瞥
察
相
談
電
話

性
犯
罪
相
談

8
0
1
2
0
1
7
5
6
1
3
1
0
 

被
害
少
年
相
談

8
0
1
2
0
6
7
7
1
1
0
 

一
般
相
談

8
0
1
1
2
4
1

9
1
1
0
 

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の

相
談
窓
口

事
件
や
事
故
の
被
害
に
泣
い
曾

察
へ
届
け
出
て
い
な
い
方
、
警
察

へ
届
け
出
た
け
れ
ど
心
の
傷
が
い

や
さ
れ
ず
悩
ん
で
い
る
方
、
ま
た

事
件
や
事
故
の
処
理
方
法
な
ど
の

相
談
窓
口
を
知
り
た
い
方
の
た

め
、
警
察
で
は
相
談
電
話
を
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
し
た
ほ
か
、
警
察

以
外
の
各
相
談
窓
口
に
関
す
る
情

報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
被
害
者
の
心
の
悩
み
に

つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
を

。
民
間
相
談
電
話

北
海
道
被
害
者
相
談
室

8
o
l
-
-
2
3
2
1
8
7
4
0
 

中央線、利別通り交差点

信号機が新設されました
最近交通事故が多発しています。安全

運転に心掛けましょう。

• • 

項 目 対象者 実施日 時 f"l )j畠地区 実施会場 備 考

一般住民関係

般相談 全住民 7日(月) 10: 00-11: 45 全地区 司4REU 
〆タ 健康相談(血圧測定尿検査)

一般相談 全住民 14日(月) 10:00-11 :45 " H H 

一般相談 全住民 28日(月) 10: 00-11: 45 H H H 

無医地区巡回診療(耳品科) 全住民 8日(火) 2 1-14: 50 
H N 

無医地区巡回診療(眼科 全住民 24日(木)
2 1-14: 50 " M Pi0' 

胃ガン検診 満40歳以上の方 29日~初日 6 : 00-7 : 00 " H 申し込み者には受診票を

大腸がん検診 " n 6 : 00-10ω N H 送付いたしております。

干宮がん検診 満30歳以上の女性 30日(水) 192U00D~~192330 0 n n (有料)

乳幼児関係

乳児相談 生後3，6，9ヶ月児 17日(木)| 則日、』叩吋"J日J9 1 5 全地区 I ;芸品字'~~竺r 身体計測健康相談

3歳児健診 生後 3歳し2，3ヶ月児 8月7日(木) X12114吋0~l日J1300 " 
H EEE 

股関節脱臼健診 生後4ヶ月児 8日 (火) 13、出叩ÖO~14:00 " 今金保健所

股相身体殺関節計・栄測X巷線相医偲師談影診健察康・歯相科談
乳児健診 生後4，7，10，12ヶ月児 17日(木) |又12卯 4寸0~iMj1300 " |略保陣口拍ヤ也ン畑タ出ート

すくすく子育てダイヤル 就学前までの幼児のいる保理者 9日(水) 9 : 00-12 : 00 ，リ 2-2780 電話による心配事相談

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方 15日仇) 弓1jr1330 全地区間t舵frE塾 (有-健料康) 

φお輝知荊検ら診せ 7月6日(日)事"'1に保随時へ申込が必要です.，干しくは回覧をご覧下さい，
-値段踊祉まつり

7月11日(金)町民tンター諦i高崎凡子氏(橋幸夫夫人)心の若さ度チェック ・若さを保つ出動・使って便利な!II品紹介・映画上映 a 血圧制定 パネル展示，送迎パスを利用して
ください

-住民検診
7舶月22合日-26日の期間1::1、地区巡回方式で実施./世間検診も興施します./結岐ー肺ガン検診咽 血液・尿検査、心地圏、眼底検在/巡回場所の詳細は回覧をご置ください.

.3 混 予防実筏施傾し1 
7-9flに ますー/対融自へ個別通知します.

(保健福祉課他!J，づくり 国保係)

9 ' 6・10

社会福祉協議会だより
出光の星学園、盟寿国社会福祉協議会への多額のご寄付

ご厚意ありがとうございました。

(敬称略)

((1奇玉県》 渡 昔日 室 手IJ

光の村韮護学校秩父自黙学校 田 中 由 松

《札幌市》 !ほ !tlf 真理子

札幌社会福祉専門学校 J J I 崎 優 治

《函館市》 神 保 トシ子

竹 次 千恵子 種川老人クラブ

石 津 支在 中 ヰ干 恭 子

《別海町》 成 回 芳 男

飯 沼 真一郎 大 倉 l'I 出I

《北槍山町》 11JJ 河 フミコ

桧 山 北 高 生 上 キf 幸 子

《今金町》 今 金 盆 栽 dz bh 

本 塚 栄 作 匿 名

在
宅
保
健
婦
・
看
護
婦
(
准
)

さ
ん
の
調
査
に
つ
い
て

高
齢
社
会
の
到
来
や
介
諮
保
険

制
度
の
導
入
を
控
え
、
保
健
福
祉

看
談
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
人

々
が
身
の
回
り
に
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
人
達
の
相
談
や

お
世
話
を
し
て
、
生
活
を
支
援
、

協
力
し
て
く
だ
さ
る
保
健
婦
さ

ん
、
看
護
婦
(
准
)
さ
ん
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
で
は
、
保
健
婦
さ
ん
、
看
護

婦
さ
ん
の
貴
重
な
知
識
と
経
験
を

生
か
し
、

市
町
村
の
保
健
福
祉
看

• • 

(14) 

設
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
こ
協
力
い
た

だ
く
方
々
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ご

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の

こ
都
合
等
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

。
連
絡
先

一晋

0
6
0

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
日
丁
目

北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
内健

康
教
育
推
進
課
施
設
係

8
0
1
1
2
3
1
5
1
6
1
 

(
内
線
3
2
1
)

I
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食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
!

毎
年
暑
い
季
節
を
迎
え
る
と
、

食
中
毒
の
ニ
ュ

ー
ス
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
用
心
し
て
い
る
つ
も
り

で
も
食
中
毒
に
は
い
つ
、
誰
が
か

か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ど
ん
な
こ
と
を
注
意
し
た

ら
、
家
庭
で
起
こ
る
食
中
毒
が
防

げ
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
は
食
べ
物
や
飲
み
物
と

一
緒
に
口
か
ら
入
っ
た
食
中
毒
菌

や
有
害

・
有
毒
物
質
に
よ

っ
て
起

こ
り
ま
す
。
食
中
毒
菌
が
食
べ
物

の
中
で
増
え
て
い
て
も
、
味
も
臭

い
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
主
症
状
は
吐
き
気
・
幅
吐

・
腹

痛

・
下
痢
な
ど
で
す
が
、
フ
グ
、
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
菌
な
ど
、
マ
ヒ
を
起
こ

す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
飲
食
物
を

媒
介
と
す
る
経
口
感
染
な
の
で
、

通
常
は
人
か
ら
人
へ
直
接
う
つ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

O
|
1
5
7
は
患
者
か
ら
患
者
の

家
族
な
ど
、
人
か
ら
人
へ
の
二
次

感
染
が
起
こ
る
の
で
、
患
者
の
糞

便
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
す

る
、
下
痢
の
人
は
風
自
で
な
く
シ

ャ
ワ
ー
に
す
る
な
ど
菌
を
拡
散
さ

せ
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
を
防
く
た
め
細
菌
に
対

し
て
以
下
の

3
原
則
を
常
に
心
が

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
中
毒
の
原
因
菌
を
つ
け
な
い

台
所
ま
わ
り
や
調
理
は
い
つ
も

清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
中
毒
の
原
因
菌
を
培
や
さ
ず

新
鮮
な
食
材
を
選
び
、
低
温
で

保
存
し
ま
す
。
調
理
後
は
す
く
に

食
べ
ま
す
。

・
食
中
毒
の
原
因
菌
を
殺
す
。

食
材
は
食
べ
る
前
に
よ
く
加
熱

し
ま
す
。
手
は
常
に
よ
く
洗
い
、

ま
な
板
や
ふ
き
ん
は
殺
菌
し
、
き

ち
ん
と
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
い
ま

す。
も
し
、
食
中
毒
と
思
わ
れ
る
症

状
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〕にJ1
 

〔



やや令住民の動態
5月末現在

令。$008。休日当番医

84 -5321 北槍山町立国保病院(北檎山)7月6日
甫月対比

7，302人(ム22)
3， 522人(ム15)
3， 780人(ム7)
2， 644世帯(ム 2) 

口

数男
女
帯

人

世

82-0221 金)今金町立国保病院(今13日

84 -5011 道南ロイヤル病院(北槍山)20日

典)八束南原

樹)U署町

則)曙町

一)高美町

淳)南町

夫)南栄町
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月

月

月

月

月

月

お

5

5

6

6

6

6

-
つ

ん

ん

ん

よ

h

h

h

h

じ
お
音
か佳
き紀
た
太
ゃ哉
み
光

ん
み美
み美
的
雄
吉
凶
日
宏
ゐ
愛

た

す
寿

お

回

井

藤

野

士

口

口

。

豊

横

佐

鷲

住

山

84 -3021 

毎年7月は
“社会を明るくする運動"

強調月闘です.

82-0221 

棚)

金)

院(瀬

今金町立国保病院(今

医崎楢21日

27日

真理さん(室蘭市)
美代さん(瀬棚町)
栄子さん(八雲町)
珠美さん(瀬棚町)

固いつまでもおしあわせに
'A 竹内 章郎さん(八東初回)ニ相馬
'A 山北 達哉さん(大和町)=中谷
6イ 竹内 誠さん(大和町)=竹内
6~ 上田 克幸さん(末広田J)=竹

ーおくやみもうしあげます
宗像堅三九 5月20日 56歳 (美利河三股)
飯沼員佐夫さん 5月21日 73歳 (下メップ高台)
緒方 セツさん 5月24日 67歳(下花石)
牧田久平さん 6月6日 77歳(下種)I[)
和田マツさん 6月8日 89歳(豊寿園)
高松タメさん 6月 9日 65歳 (日の出 IIIJ)
松本利雄さん 6月9日 80歳(緑 町)

6月17日受付分まで
※ おたんじようおめでとうに記載した岡本拓馬ち

ゃんの欄で保護者の光司は光可の誤りでした。訂
正しておわびいたします。

“社会を明るくする運動"はすべての国民が、

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生に

ついて理解を深め、それぞれの立場において力

を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

地域住民の理解と協力を!

今金町社会を明るくする運動実施委員会

「今
金
町
史
」発

今
金
町
危
険
物
安
全
協
会

叩
周
年
事
業
と
し
て

今
金
町
危
険
物
安
全
協
会
(
川

村
正
夫
会
長
)
で
は

6
月
日

目、

今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し

て
光
の
里
学
園
、
豊
寿
圏
、
ユ
ニ

セ
フ
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

こ
の
協
会
は
、
昭
和
臼
年
に
町

内
に
お
け
る
危
険
物
な
ど
の
販
売

業
者
な
ど
お
事
業
所
が
賛
同
し
て

凶
年
前
の
今
日
誕
生
し
、
危
険
物

の
安
全
確
保
、
地
域
住
民
に
対
す

る
防
火
啓
発
な
ど
危
険
物
災
害
の

改
正

「
今
金
町
史
」
上
巻
号

(
古
代
先

史

1
昭
和
辺
年
)
と
下
巻
号
(
昭

和
お
年

i
昭
和
白
年
)
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

町
ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹

介
し
、
細
か
い
年
表
に
相
当
の
紙

数
を
割
く
な
ど
ペ
ー
ジ
数
、
内
容

と
も
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
金
町
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

制
②
0
1
1
1
番

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
凶
周
年
事
業
の

一
端
と
し
て

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

(16) 

売

中

の
貴
重
な
資
料
と
し
て
と
購
読
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
H
U

l
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

1
冊
6
千
円

そ
れ
以
外
の
方

1
冊
1
万
円

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い

は
、
企
画
調
整
課
町
史
編
さ
ん
係

ま
で

(8
2
o
l
-
-
)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


